
 

 

 

 

 

＜令和６年度 第４３期 皐ケ丘自治会 スタート＞ 

 

 

８期副会長、21 期環境委員、32 期広報部長、そして 43 期 4 回目

の任が回って来て会長を引き受けることになりました。8 期の会員は
400 世帯位でした。そして現在の会員は 1294 世帯となっています。

当初の自治会は「皐ケ丘自治会規約」のみで運営されていましたが、そ
の後「規定集」「公共用地管理規定」「班長マニュアル」と規則集が充実

してきました。一方で役員の仕事内容が複雑化して、大変だという声も
耳にします。皐ケ丘は 42年経過している割には空き家も少なく住みや

すく綺麗な街並みだと思います。今まで同様に維持していくことが自治
会活動の重要事項だと思います。 
 
☆役割の多い班長さんにご協力をお願いします。 
 1294世帯の会員さんと接触する機会の多いのが班長さんです。入会手続き、会費徴収、
広報誌・回覧の配布、慶弔支援等々、自治会の役割の中で大事なものです。班長さんの中

には現役で活躍されている方もみえます。会員の皆様に寄り添いお役に立つよう尽くされ
ると思います。ご協力をお願いします。 
    
☆団塊世代の方の親切をお願いします。 
 現役を引退して、ご自宅近くの、草取り・草刈り、花植え等を自主的にされている方た

ちがいらっしゃいます。今期は各丁目の小公園等２３ケ所を環境委員がリーダーになり  
団塊世代の皆様のお力をお借りして草刈り・剪定作業をしようと考えています。  

＜以下の各丁目の小公園近くのお手伝いをしていただける方を募ります＞ 

 

 
 
自治会事務所にご連絡ください。 

 
☆夏祭りを行います、応援ください。 
 コロナ禍により夏祭りを中止していました。今年は子供さんたちの思い出作りの為にも

夏祭りを開催します。盆踊りへの参加、模擬店の出店等でご協力をお願いします。 
順次ご案内しますのでご予定ください。 

 
☆防災・減災について考えます。 

2011 年東日本大震災、2016 年熊本地震、2018 年北海道胆振東部地震、2024 年

能登半島地震と数年おきに大地震が起きています。今期の藤村副会長は可児市防災士会の
会長でもあります。 

広報【皐ケ丘】の中で 防災、減災についてお知らせしていきます。 
 
 

1丁目西公園・2丁目小公園・4丁目小公園 2件・5丁目小公園 2件・６丁目 3件 

7丁目東公園・8丁目小公園 4件・9丁目小公園 2件・一部歩道の草刈り 等々 
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広報「皐ケ丘」は毎月約 1300世帯で読まれています。会員の皆様から載せたい情報・記事・写真などを募集
しています。情報・記事・写真はタイトル右のメールアドレスへお願いします（情報・記事は Word ですとあ
りがたいです）。締め切りは毎月 15 日です。なお、原稿は審査をさせていただきます。 
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丁字路の署名 ～防犯部より～ 

皐ケ丘の丁字路における道路標示の修繕

（白線の引き直し）等のために皆様にご協

力いただきました署名は、３月１９日に可

児市役所土木課へ要望書とともに提出しま

した。桜ヶ丘自治会と桂ヶ丘自治会のご賛

同もいただき、下記のように多数の署名が

集まりました。皆様のご協力に感謝いたし

ます。どうも、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、「止まれ」の道路標識については、可児警察署への口頭による要望に対して、今年

度も設置は不可との回答を受けておりましましたが、住民の皆様の要望を書面の形で正式

に伝えることに意義があると考え、『要望書』を可児警察署へ提出いたしました。 

 

 

ゴミ集積場 改修完了 ～環境部より～ 

皐ケ丘地区には 29 か所のゴミ集積場があります。カラス対策等の為に３年前よりゴミ

集積場の改修を行って参りました。24 年３月をもってそれら 29 か所全ての改修が完了

しました。この改修(黄色と緑のネット＋レール追加等)により、以前よりカラス被害も少

なくなりました。 

この改修業務には、皐ケ丘自治会員で環境保全サポ

ーターの会の脇田三章様(皐ケ丘 4丁目)、長屋清三様

(皐ケ丘 1丁目)のお二人中心でご尽力頂きました。 

脇田様、長屋様、ご協力ありがとうございました！ 

住民の皆様、これからも大切にゴミ集積場を使って

いきましょう。 

 

 

＜個人署名数＞ 
 

＜世帯署名数＞ 

桜ヶ丘ハイツ 2,739 筆  桜ヶ丘ハイツ 2,092 筆 

内訳 

皐ヶ丘 1,882 筆  
内訳 

皐ヶ丘 1,092 筆 

桜ヶ丘 629 筆  桜ヶ丘 779 筆 

桂ヶ丘 228 筆  桂ヶ丘 221 筆 

 
＜個人署名率（個人署名数／人口）＞ 

 
＜世帯署名率（世帯署名数／世帯数）＞ 

桜ヶ丘ハイツ 32.7  ％  桜ヶ丘ハイツ 58.2  ％ 

内訳 

皐ヶ丘 52.6  ％  
内訳 

皐ヶ丘 71.2  ％ 

桜ヶ丘 17.7  ％  桜ヶ丘 48.9  ％ 

桂ヶ丘 18.3  ％  桂ヶ丘 47.4  ％ 
 
 

長屋清三 様    脇田三章 様 



 

 

 

 

今年も例年通り、春の花いっぱい運動を実施いたします。 

住民の皆さま多数のご参加をお願い申しあげます。我々自身で街をきれいにし、「笑顔が

あふれ、いつまでも住み続けたい街、皐ケ丘」を続けられるようがんばりましょう！ 

 

１．日時 
5 月 12 日（日）午前 8 時から 1 時間 30 分をめどに実施する。 

※雨天の場合は、5月 19日（日）に順延する。万が一、両日とも雨天の場合は、 

春期は中止とする。 

 

２．実施内容 
①実施場所：公園、車道脇の落ち葉の回収、歩道・緑道・小公園の草取り。分別ごみ

は回収しない。 

②雨天中止の場合：本部で決定の上、７：００～７：４５に各環境部員から各班長へ

連絡する（中止の放送はありません）。 

③回収ゴミ集積場：昨年同様、各丁目 1 か所の指定ゴミ集積場を指定。その指定ごみ

集積場に持参頂く事を基本とする。  

             ＜指定ゴミ集積場＞ 

1丁目中央公園・2丁目大公園・3丁目自治会事務所・4丁目大公園 

5丁目ロータリ公園・6丁目ゴミ集積場+小公園・7丁目大公園 

8丁目ロータリ公園・9丁目ロータリ公園 

    ※但し、指定場所まで遠くて運べない等の場合は各丁目の最寄りのゴミ捨て場へ

置いても可とします。環境部員が軽トラックで回収・移動いたします。 

 

３．昨年との変更点 
①昨年度、各丁目 1 か所のゴミ集積場のみ、としました。しかし、そこまで遠い方々や

お年寄りには体力的に大変だった、とのお声を頂きました。今期はそれを改善するた

め、指定場所に持参頂く事は基本としながらも、最寄りのゴミ捨て場でも可、に変更

致しました。 

②今期から、小公園も住民の担当になりました。小公園のある班のみならず、近隣の班

の皆さんも協力頂くようお願い申しあげます。 

 

 

 

今年度より会員ごと以下の要領にて協力願うことになり

ました。 

 募金箱が皐ケ丘自治会室に置かれています。 
 

募金会場  皐ケ丘自治会事務所 
  募集期間  令和 6 年４月１日～６月 14 日 

 

 

令和 6 年度 春の花いっぱい運動のお知らせ 

「緑の募金」「日赤協力会費」「社協会費」の協力のお願い 

・「緑の募金」とは緑化推進事業に使われます。募金の一部が各市に分配されます。 

・「日赤協力会費」とは災害救護活動をはじめ赤十字奉仕団、献血、赤十字病院の経営を行います。 

・「社協会費」とは社会福祉活動を支援します。 

＜募金箱（皐ケ丘自治会室）＞ 



 
 
 
     

 

災害時、停電により完全に明かりを失われ真っ暗闇になることです。 

地震のみならず、台風・豪雨災害・暴風・大雪、いつでも起こりうる状況です。 

困らないように、皆さんは懐中電灯や携帯ラジオ等、準備していらっしゃることでしょ

う。 

でも、充電が・・・、電池が・・・と困らないで確実に情報を取ったり、冷暖房を確保

したりできる場所があります。ご自分の車です。でも、エンジンをかけるためには、ガソ

リンが必要です。普段から、常に『ガソリンは満タンに！』を心掛けて実行しましょう！ 

一目盛、減ったら給油する癖をつけましょう！！ 

いざ！という時、あなたの命を守る手段になりますよ。ご安全に！  

（副会長 防災・防犯担当 防災士：藤村祐子） 

 

 

 

 

 

 

皐ケ丘在住の齋藤千勝さんの寄稿により歴史風土記を再開します。 

 
第一回目は 虎渓山永保寺(その 1)です｡ 

虎渓山永保寺は 1313年､夢窓国師･仏徳禅師一行が禅修
行の為に逗留されたことが始まりです｡ 

多くの寺院が､豪族･権力者の菩提を弔うためや国家安泰
を祈願するために建設されていますが､永保寺は純粋に禅

修行を行うために建てられました｡夢窓国師を慕う修行者
が自然と集まり現在の姿となりました｡ 

夢窓国師は虎渓山に来られる前には坐禅窟や自然の風景
の中で修行されていましたが虎渓山の地に来られてからは

虎渓山特有の地形を巧みに利用し､禅修行のための庭園を
造られるようになりました｡そして多くの庭園に坐禅石を

置かれましたが､そのルーツとも言えるのが右の虎渓山の
坐禅石です｡ 

この坐禅石からの眺めは壮大で小さな坐禅窟での閉鎖された修行環境とは全く異なった
世界が現れます｡「光明院帝､暦応三己卯年､勅願之御論旨給之､従尊融院様､色衣出世之院被

ㇾ下ㇾ成｡」(花園大学､論叢第７号)とあって､北朝の光明天皇勅願寺であり､また尊融とい
う人からも色衣の僧が住山するようにとの一札が出されているといいます｡色衣というの

は官寺である諸山や五山､十殺に出世して黄衣などを着すことを指しています｡従って､永
保寺も一見すると官寺かと思われますが､朝廷や幕府から何らの指定を受けたわけではな

く「色衣相当の寺院」ということです｡ 
永保寺は虎渓山と号し臨済宗､南禅寺派の寺院です｡国宝に開山堂､観音堂｡国指定名勝に

永保寺庭園｡重文に絹本著色千手観音像があります｡四季折々の美しさがありますので 一
度訪ねてみてください。 

次回の話は虎渓山永保寺(その 2)です｡ 

『ブラックアウト』という言葉をご存知ですか？ 

齋藤 千勝 


